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・・巻頭言・・・・・・・・・・・・・・・ 
 

長く続いたコロナ対応の緩和で始まった令和 5 年度、昼食時にはあちらこちらで会話が交わされる光景が広が

っています。また各事業所のグループや外出などの活動も以前と同様の規模に戻ってきています。とは言えコロ

ナ自体がなくなったわけではないですし、今年はインフルエンザも流行していますので、恐る恐るといった感は

否めません。 

そんな中飛び込んできたのが、元旦に発生した能登半島の大地震のニュースでした。帰省していた家族を失っ

た方、2 ヶ月が過ぎても水道が復旧していない地区がある、そのような中での降りしきる雪の光景をニュース等

で見るにつけ、自分たちに何ができるのかを考えもやもやしたり、また自分たちの変わらない日常にざわざわし

たりの日々です。 

 元々秋に発行予定だった賛助会通信の特集「棕櫚亭の防災の取り組み」ですが、出来上がる直前にこの地震が

発生し、原稿も加筆修正しました。また私たちの BCP（事業継続計画）もより現実に即したものにしようと最近

変更を加えました。さらに 3 月に実施予定の職員向け防災研修の内容も同様です。いま私たちにできることの一

つとして、メンバー・職員・近隣地域の皆さんの命を守ることに少しでも役立てるよう取り組んでいこうと思い

ます。 

最後に、この度の能登半島の大地震により亡くなられた方々に謹んでお悔やみ申し上げますと共に被災された

皆様に心からお見舞い申し上げます。微力ではありますが、法人内に設置した募金箱を 3月下旬に社会福祉協議

会を通じて寄付させていただく予定となっています。また今年度の発行が遅くなりましたことを心よりお詫びい

たします。        （常務理事 高橋しのぶ） 

 

 

 
 

年明け早々の令和 6年能登半島地震の驚きと悲しみは今なお大きく、厳冬のなか過ごす被災者に私達が出来る

ことは何だろうか、と思いを巡らす日々です。また、改めて自分達の防災の取り組みは命を守れるものなのか、

について考える機会にもなっています。 

今回は、棕櫚亭の防災の取り組み（防災プロジェクト）について、ご報告したいと思います。（２pg.に続く） 

 

 

棕櫚亭の防災への取り組み 

SSKP 

棕櫚亭 賛助会通信 

2024 年 3 月 第 146 号 

はれのちくもり 

社会福祉法人 多摩棕櫚亭協会 

東京都国立市富士見台 1-17-4 

棕櫚亭Ⅰ 地域活動支援センターⅡ型 

なびぃ 相談支援事業/指定特定・指定一般・自立 

生活援助事業/地域活動支援センターⅠ型 

ピアス 就労移行支援事業/自立訓練(生活訓練) 

事業/就労定着支援事業 

オープナー 障害者就業・生活支援センター 
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【防災プロジェクト成り立ちの経緯】 

3 年ほど前に災害備品管理プロジェクトを立ち上げ、

ＢＣＰ作成と並行して行っていました。目途が立ったと

ころで合流し 2022年から「防災プロジェクト」として

活動しています。各事業所を横断して職員が参加をし、打

ち合せや情報共有、防災訓練の準備等を行っています。 

 

 

【BCP 作成】 

“Business Continuity Plan(事業継続計画)”の略で、『災害が発生した場合でも必要なサービスを安定的・継

続的に提供するための計画』を作成しました。「予防対応(避難所確保計画)・初動対応・大災害対応(BCP)+感染症

対応」からなり、「①守る(利用者・職員の生命) ②逃げる(安全な場所へ安全な方法で) ③判断する(そのときでき

ることの判断)」の災害時行動指針が記載されています。作成して終わりではなく、実際に使えるものなのかの検

証や掲載されている情報の随時更新が今後必要となってきます。 

 

 

【災害備品管理】 

一度そろえると安心してしまう災害備品ですが、非常食や水はいつの間にか賞味

期限が切れ、その他ちょっとした日用品は使えなくなってしまいます。必要なとき

に使えないと意味がないので、定期的に在庫チェックをし、期限切れ前に配ったり

試食をしたりしながら購入し直して、在庫を管理（ローリングストック）していま

す。 

 

また防寒対策や簡易ベッド等も用意していますが、必要分購入したくても現実的

には保管場所が無いため、十分な数があるとは正直言えません。実際に防寒など必

要になったときは、普段使っている物を総動員しての対応になりそうです。そして

電気が使えなくなることも想定されるのでガスボンベで動く発電機を購入していま

す。小型の発電機で多用途というわけにはいかないので、使う場面を工夫する必要

があります。 

 

 

【防災訓練/避難訓練】 

●初動訓練 

地震や火災を想定し、定期的にメンバーと初動訓練を行っています。まずは身の安全確保から始まり、その

後職員は「初期消火班」「建物安全確認班」「救護班」など役割を立ち上げ、役割毎の動きを確認します。今まで

の訓練では、「物が多くて机の下にもぐれない！」「消火不可能な火に挑む消火班」「震災関係なく建物内が片付

いていない！」「救護班に見つけてもらえず放置される怪我人役」等々、訓練の度に反省点が挙がっています。

訓練では笑っていられますが、現実で起きたら命に直結します。訓練時にいろんなミスをいろんな職員が体験

し、気づきを広げながら対応策を考えています。繰り返し行っている訓練が実際に活かされるような状況が来

ないことを願いつつ、この取り組みは日々の模様替えや整理整頓にも活かされています。 
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●福祉避難所 

避難所開設に向けての準備訓練を行っています。帰宅困難

者を把握し状況や配慮事項等の聞き取りをしながら部屋の割

り振り、食事の準備、簡易トイレの設置など、準備は多岐に

わたります。名簿作りや実際のパーソナルスペース、簡易マ

ットでの寝心地、非常食の試食、簡易トイレの設置(方法・場

所)等を確認・体験しています。災害備品のチェック等もこの

機会に行ったりしています。実際には混乱した状況の中での

準備となり、物の散乱やガラスの破損等も予想されるので、

まずは物をどかし片づけてスペース確保を行う肉体労働から

始まると思われます。一度職員で本当に一泊してみるという

のも検討中です。 

 

●連絡訓練 

  毎年 9/1 の朝、震災を想定した職員連絡訓練を行っています。指定された時間ではありますが、事業所毎の

グループ LINEを活用し、安否確認と勤務可否の確認を行います。 

 

●参集訓練 

震災等で公共交通機関が使用不可となった場合を想定しての自力通勤に取り組んでいます。通勤距離やその

他諸事情を考慮して、災害時参集メンバーを選出しています。普段徒歩や自転車での通勤の職員は通常通り、

公共交通機関を利用している職員は自転車での通勤となりました。住宅街を抜けるショートカットを試みた職

員は迷子になり遅めの到着となりましたが…、その他は無事時間前に到着することが出来ました。倒壊や混乱

をイメージしながら通勤した結果、今回の自転車通勤の 1.5 倍から 2倍くらいの時間がかかる可能性も考慮し

ておく必要がありそうです。 

 

●AED+普通救命講習 

立川消防署谷保出張所の方に来ていただきAED・心肺蘇生法についての講

習を受けました。AED は機械の音声ガイドに従って行います。目の前に消防

隊員がいるので音声ガイドを聞きながら落ち着いて行えますが、実際にAED

が必要となった状況で冷静に対応するのは難しそうです。心肺蘇生は通報か

ら救急車到着までの平均時間 7 分の間、1 分間に 100～120 回の心臓マッ

サージを継続して欲しいとのこと。非常に体力が必要で力の入れ具合も難し

く 1 分が長く感じます。AED も心肺蘇生も周りに人がいるなら 1 人で行わ

ず、誰かと協力して行うことが重要とのことです。ちなみに心肺蘇生のリズム

は「アンパンマンのマーチ」や童謡「うさぎとかめ」がちょうどいいなんて言

われています。 

 

 

 

災害対策は多岐にわたり、あらゆる場面や不測の事態を想像しだすとキリがなく思考停止してしまいます。

備えあっても憂いはなくなりませんが、実際に災害が起こったときに少しでも冷静な行動と判断ができるよう

日頃から準備が大切だと思っています。（北村・長野） 
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2022（令和 4）年度 会計報告 
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― 生活支援 ― 
 

 

 
 

― 就労支援 ― 

 

 

  

棕櫚亭 各施設の事業内容 

棕櫚亭Ⅰ 

地域活動支援センターⅡ型事業 
国立市民を対象に、地域で生活する力をつけるための通所先

として、簡単な作業やプログラムを実施 

（昼食作り、掃除や事務仕事、公園清掃、絵画教室、ウォーキ

ング、スポーツなど） 

なびぃ 

相談支援事業 

国立市民を対象に、日常生活や病気・障害に関する相談を個別に対応（面談や電話相談、自宅訪問など） 

必要な福祉サービスや制度のご紹介や、利用に向けたサービス等利用計画作成の実施（※個別給付事業） 

地域活動支援センターⅠ型事業 

家から一歩出かけるきっかけになるようなプログラムやイベント（パソコンクラブ、ヨガ教室、和食の会、 

お楽しみ会、昼食サービスなど）、気軽に過ごせるフリースペースを実施 

ピアス 

※個別給付事業 

就労移行支援事業 定員 20 名 利用期間 2 年 一般就労に向けて働く力を身につけるために、実践的な訓

練や就職支援を提供 

自立訓練（生活訓練）事業 定員 20 名 利用期間 2 年間 就労移行の訓練を希望するが、生活・対人面の

不安がある方に、基本的通所習慣の確率や作業体験のサービスを提供 

就労定着支援事業 利用期間３年間 ピアスを利用して就職した方に、定期面談や職場訪問などの個別支援、

月 1 回のOB会・フォローアップ CESなどのグループ支援を提供 

オープナー 

障害者就業・生活支援センター 

多摩地域の障害者の就労支援の拠点として、働く上で必要な仕事面・生活面の相談支援を提供（面談や企

業訪問、ジョブコーチ派遣、働く人が集う『談話室』開催、アセスメントや他サービス紹介など） 

その他、東京都からの受託事業「精神障害者就労定着連携促進事業」「中小企業応援連携事業」を通して当

事者活動や講演会開催を行い、障害者雇用に携わる企業や関係者への意識啓発やサポートを実施 

2023（令和 5）年度 賛助会費 お振込用紙同封のお知らせ 

賛助会員の皆様には、いつもご支援賜り厚くお礼申し上げます。 

今号に、2023（令和 5）年度 賛助会費お振込用紙を同封しております。 

個人会員様 2000 円、団体会員様 5000 円からにて、引き続き変わらぬご支援を頂けましたら幸い

です。何卒よろしくお願いいたします。 

お振込先 

金融機関名 ゆうちょ銀行 

口座名義 （社福）多摩棕櫚亭協会賛助会 

口座番号 普通 00110-2-425269 
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【編集】国立市富士見台 1－17－4 

社会福祉法人 多摩棕櫚亭協会 

はれのちくもり編集委員会 

Tel 042-575-5911 

【発行】特定非営利活動法人 障害者団体定期刊行物協会 

〒157-0072 世田谷区祖師谷 3-1-17-102 

Tel 03-6277-9611 

【定価】100 円 

……編集後記…… 

今年度も終わりに差し掛かるタイミングでの発行となって

しまい、お詫び申し上げます。遅ればせながら昨年度の会計

報告とさせていただきます。 

私も何度か AED や救命講習を受けてきましたが、訓練で

さえいざ怪我人役の職員を目の前にすると、焦って右往左往

してしまい、なんとも情けない想いでした。日頃の訓練を地

道に積み重ねていくしかありませんね。 

ただ、備蓄も大事と思いつつ、ローリングストックと称し

てお菓子を買い込み過ぎてしまうのはどうにかしたいもので

す…（尾崎） 

◆棕櫚亭 各事業所のご報告＆お知らせ◆ 

 

 

なびぃ 
【ご報告】 

◼ 2/6 滝乃川学園との合同研修「人格障害がある

方への支援」（講師：佐々木真一氏）を開催しま

した。 

ピアス 
【ご報告】 

◼ この秋、YMCA 学園祭、東京都立多摩職業能力

開発センター技能祭、NHK 学園文化祭にてホッ

トドックの販売をしました。 

◼ 11/8・9 障害者職業総合センター開催「第 31

回職業リハビリテーション研究・実践発表会」に

て、ピアスの『自立訓練と就労移行支援の一体的

事業運営』と題して発表しました。 

 

【予定】 

◼ 3/29 家族説明会・懇談会を開催します。 

棕櫚亭Ⅰ 
【お知らせ】 

★棕櫚亭Ⅰではメンバーが利用しやすいようシス

テムやルールの見直しを行いました。 

⚫ 利用料を廃止しました。⇒第Ⅰの利用にお金は

かかりません！ 

⚫ 「いつ来てもいつ帰ってもいい」⇒9:00-

17:00 の間は、気楽に顔をだせます！ 

⚫ 作業のユニット制をなくしました。⇒自分の好

きな作業を組み合わせて！ 

ウェブサイトにて 

最新の情報をお届けしています。 

☞『棕櫚亭』で検索 

www.shuro.jp 

オープナー 
【ご報告】 

◼ 2/20 シリーズ第 13弾 当事者セミナー『働

く当事者が伝える 私の選択～過去・現在・未来

～』を、国立市しょうがいしゃ就労支援センター

との共催で、国立市市民芸術小ホールにて開催し

ました。170 名以上の方にご参加いただきまし

た。今後オンデマンド配信予定です。 

 

法人本部 
【ご報告】 

◼ 8/8 2022 年度 法人活動報告会を国立市市

民芸術小ホールにて開催しました。100 名を超

える方々にご参加頂きました。 

◼ 11/5 くにたち市民祭りにホットドッグを出

店しました。 

◼ 2/22 職員向け普通救命講習会 開催 

◼ 2/21 都立多摩総合精神保健福祉センター 

デイケアご家族方 見学受け入れ 

◼ 2～3 月 世田谷ピアパレットから、ピアスタッ

フとして政府や病院、福祉法人などで働く事を目

指している方たち 8 名の見学実習を受け入れて

います。 

 

【予定】 

◼ 3/22 法人理事会 

◼ 食を通じた地域貢献として、引き続きおいしいじ

かん（子ども食堂）、ラボ・くにスタ（公民館学

習支援）のほか、新たに銀風工房（フードバンク）、

パワーアップ塾（学習支援）、国立社協（個別学

習支援、家庭へのお届けなど）などにお弁当を届

けています。 


